
術
上
の
安
全
や
技
術
流
出
に
関
す
る
リ
ス
ク
」「
経

済
的
依
存
関
係
の
武
器
化
や
経
済
的
威
圧
の
リ
ス

ク
」
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
リ

ス
ク
認
識
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
戦
略
を
実
行
に
移
す
た
め
、
E
U
は
重
要
原

材
料
法
案
や
欧
州
半
導
体
法
案
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
産
業

法
案
等
の
法
制
度
や
各
種
施
策
を
通
じ
て
、
重
要
物

資
の
内
製
化
や
安
定
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
確

保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
踏
ま
え
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
、
経
済
的
威
圧
策
へ
の
対
処
、

技
術
安
全
保
障
の
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

国
際
協
調
、
技
術
安
全
保
障

私
は
、
経
済
安
全
保
障
に
お
け
る
協
力
分
野
と
し

て
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」「
R
&
D
（
研
究
開
発
）」

「
ル
ー
ル
形
成
」「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
の
四
つ
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
四
つ
の
分
野
で

国
際
協
力
を
進
め
る
う
え
で
は
、
同
盟
国
・
同
志
国

が
助
け
合
う
こ
と（ally-shoring

）
と
実
効
的
な

国
際
協
調
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
重
要
物
資
の
内
製

昨
今
、
経
済
安
全
保
障
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
わ
が
国
は
２
０
２
２
年
５
月
に
経
済
安
全
保
障

推
進
法
を
制
定
し
、
現
在
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靭
化
、
官
民
技
術
協
力
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の

安
定
的
な
提
供
、
特
許
出
願
の
非
公
開
等
に
関
す
る

制
度
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
５
月
に
広
島
で
開
催
さ
れ
た
G
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、「
経
済
的
強
靭
性
及
び

経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
G
７
首
脳
声
明
」
が
初

め
て
発
出
さ
れ
た
。
同
声
明
は
「
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」「
強
靭
な
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
構

築
」「
経
済
的
威
圧
へ
の
対
処
」
と
い
っ
た
内
容
を

掲
げ
て
い
る
。ま
た
、G
７
は
、西
側
諸
国
に
も
中
国
・

ロ
シ
ア
・
イ
ラ
ン
な
ど
の
勢
力
に
も
与く

み

し
な
い
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
国
々
の
首
脳
を

招
聘
し
、
今
後
、
G
７
が
ど
の
よ
う
な
形
で
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
向
き
合
う
か
と
い
う
こ
と
の
先せ

ん
べ
ん鞭

を
つ
け
た
。
こ
れ
ま
で
コ
ス
ト
と
効
率
性
を
軸
に
主

導
さ
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
が

変
容
し
つ
つ
あ
る
。

各
国
に
お
い
て
も
経
済
安
全
保
障
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
米
国
は
2
0
1
7
年
と

2
0
1
8
年
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
お
い
て
、
中

国
の
脅
威
を
強
く
認
識
し
、
対
中
国
政
策
を
転
換
し

た
。
E
U
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け

て
２
０
２
２
年
に
「
防
衛
能
力
の
強
化
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
依
存
の
低
減
」「
よ
り
強
靭
な
経
済
基
盤
の
構

築
」
の
三
つ
を
柱
と
す
る
ベ
ル
サ
イ
ユ
宣
言
を
採
択

し
、
２
０
２
３
年
に
欧
州
経
済
安
全
保
障
戦
略
を
発

表
し
た
。

欧
州
経
済
安
全
保
障
戦
略

E
U
は
「
リ
ス
ク
を
明
確
に
見
取
り
、
オ
ー
プ
ン

な
経
済
体
制
か
ら
便
益
を
得
る
こ
と
と
経
済
安
全

保
障
と
の
間
に
緊
張
関
係
が
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と

が
出
発
点
」と
し
、経
済
安
全
保
障
戦
略
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
リ
ス
ク
軽
減（de-risking
）
を
掲
げ
て
い

る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
性
に
対
す
る

リ
ス
ク
」「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
物
理
的
お
よ
び
サ
イ

バ
ー
空
間
に
お
け
る
安
全
性
に
対
す
る
リ
ス
ク
」「
技

経
済
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
最
新
情
勢

講演

北
村
滋

前
国
家
安
全
保
障
局
長

北
村
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
代
表
き
た
む
ら
し
げ
る
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化
や
原
材
料
の
確
保
、
安
定
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
確
保
等
に
向
け
て
、
能
力
の
あ
る
同
盟
国
・
同

志
国
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。
関
連
し
て
、
中
国
の

競
争
優
位
（
勝
ち
）
の
理
論
と
し
て
「
何
ら
か
の
方

法
で
技
術
移
転
・
製
品
開
発
し
」「
自
国
の
広
大
な

単
一
市
場
で
競
争
力
を
磨
き
」「
世
界
市
場
の
シ
ェ

ア
を
確
保
す
る
」
と
い
う
三
つ
の
段
階
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
国
際
競
争
力
の
維
持
の
観
点
か
ら
も
、

同
盟
国
・
同
志
国
に
お
い
て
単
一
市
場
を
築
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

技
術
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、
従
来
、
各
国
は
、

機
微
技
術
を
有
す
る
企
業
へ
の
外
国
資
本
の
参
入

を
一
定
程
度
規
制
し
て
き
た
。
昨
今
、
対
内
投
資

だ
け
で
な
く
、
対
外
投
資
に
よ
る
技
術
流
出
へ
の

懸
念
も
高
ま
っ
て
お
り
、
米
国
で
は
対
外
直
接
投

資
審
査
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
過
去
、
わ
が
国
で

は
技
術
漏
洩
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
格
競
争

で
敗
退
し
て
き
た
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
技
術

安
全
保
障
は
、
わ
が
国
の
経
済
安
全
保
障
政
策
上

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

中
国
と
の
関
係

２
０
２
３
年
の
欧
州
理
事
会
（
E
U
首
脳
会
議
）

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
共
同
声
明
）
は
、
中
国
を
「
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、
競
争
相
手
で
あ
り
、
体
制
的
ラ
イ

バ
ル
（system

ic
rival

）
で
あ
る
」
と
位
置
付
け

て
い
る
。
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
分
離
・
対
立
）
の
意

図
は
な
く
、内
側
に
こ
も
る
意
図
も
な
い
と
同
時
に
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
て
、
問
題
と
な
る
対
中

依
存
、
対
中
脆
弱
性
の
度
合
い
を
下
げ
、
必
要
か
つ

適
切
な
場
合
に
は
、
リ
ス
ク
軽
減
（de-risking

）

と
供
給
源
の
多
角
化
を
行
う
と
し
て
い
る
。

中
国
は
、
外
資
の
導
入
を
進
め
る
一
方
で
、「
国

家
の
安
全
」を
重
視
し
て
お
り
、
2
0
2
3
年
に
反

ス
パ
イ
法
を
改
正
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、不
法
取
得
・

所
持
の
対
象
に
「
デ
ー
タ
」
が
追
加
さ
れ
た
。
中
国

で
は
、
デ
ー
タ
国
外
移
転
安
全
評
価
弁
法
が
定
め

る
「
重
要
デ
ー
タ
」
の
国
外
移
転
が
規
制
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、「
重
要
デ
ー
タ
」
を
調
査
・
入
手
し
よ
う

と
す
る
と
反
ス
パ
イ
法
で
摘
発
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
ま
た
、
反
ス
パ
イ
法
改
正
に
よ
っ
て
、
同
法
違

反
の
嫌
疑
で
中
国
当
局
が
デ
ー
タ
を
証
拠
と
し
て
押

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
個
人
や
企

業
に
は
、
デ
ー
タ
証
拠
収
集
へ
の
協
力
義
務
が
課
さ

れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
自
国
で
の
実
施
が
難
し
い
研
究
開
発

や
実
験
を
中
国
国
内
で
実
施
し
、
当
該
デ
ー
タ
を

自
国
に
移
転
す
る
こ
と
は
、
反
ス
パ
イ
法
に
違
反

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
加
え
て
、
中
国
の
重
要
イ

ン
フ
ラ
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
ス
パ
イ
行
為

の
対
象
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
中
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
融
資
す
る
た
め
の

関
連
情
報
取
得
行
為
も
法
違
反
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
輸
出
管
理
や
輸
出
禁
止
・
輸

出
制
限
品
目
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
人
工
知
能
・
量
子
・

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
重
要
分
野
の
研
究

成
果
等
に
も
、
反
ス
パ
イ
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
蓋が

い
ぜ
ん然

性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

北村滋
1956年12月27日生まれ。東京都出身。
私立開成高校、東京大学法学部を経て、
1980年4月 警察庁に入庁。1983年6月フ
ランス国立行政学院（ENA）に留学。
1992年2月在フランス大使館一等書記
官、2004年8月 警備局外事情報部外事
課長、2006年9月内閣総理大臣秘書官
（第１次安倍内閣）、2010年4月 警備局
外事情報部長。2011年12月野田内閣で
内閣情報官に就任、第2次・第3次・第4
次安倍内閣で留任。特定秘密保護法の
策定・施行に携わる。2019年9月国家安
全保障局長・内閣特別顧問に就任。同
局に経済班を発足させ、経済安全保障
政策を推進。2021年7月 退官。2021年
11月 経済安全保障法制に関する有識
者会議委員。米国から国防総省特別功
労章、オーストラリアからオーストラリア
情報功労章、フランスからレジオン・ド
ヌール勲章オフィシエを受章。

19 2023・9




